
 

 

 

 

 

  

                                                                   

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

雅
昭
さ
ん 

（
新
潟
大
学 

名
誉
教
授
・
新

潟
県
原
発
の

安
全
管
理
に

関
す
る
技
術

委
員
会
委
員
）

が
講
演
。 

福
島
原
発

事
故
の
検
証

上
の
課
題
、

原
発
の
最
大 

の
リ
ス
ク
で
あ
る
地
震
・
活
断

層
、
地
震
動
の
過
小
評
価
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
に
分

か
り
や
す
く
解
明
。
ま
た
、
福

島
第
一
原
発
の
４
倍
以
上
も
の

多
量
の
地
下
水
、
地
盤
の
液
状

化
、
重
要
免
震
棟
の
耐
震
性
不

足
の
問
題
な
ど
、
柏
崎
刈
羽
原

発
の
特
別
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て

も
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。
重
要
免
震
棟
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
東
電
の
隠
ぺ
い
体

質
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
が
見
抜 

原発ゼロ長岡市民ネットニュース 
第６４号 201７年３月２２日発行 

連絡先 広井洋子 長岡市寿 2－5－15 

            電話・FAX ２４－２８７０ 

 矢引 090-3063-6365  佐藤 090-4925-3707  

 
 

◆４月の街頭行動 ４月 11 日（火）16：30～17：30  アオーレ前 ご参加を！

◆ 

 

柏崎刈羽原発の危険性浮きぼりに 

「福島原発事故から 6年 ともに考える３・１２市民のつどい」に２００人！ 

 

 

福
島
原
発
事
故 

国
と
東
電
に
責
任 

～

避
難
者
集
団
訴
訟
で
初
判
決
～ 

  

福
島
原
発
事
故
で
福
島
県
か

ら
群
馬
県
な
ど
に
避
難
し
た
住

民
ら
が
国
と
東
電
に
損
害
賠
償

を
求
め
た
訴
訟
の
判
決
で
、
前

橋
地
裁
は
３
月
１
７
日
、
巨
大

津
波
の
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た

と
認
め
、
国
と
東
電
に
総
額
３

８
５
５
万
円
の
支
払
い
を
命
じ

ま
し
た
。 

新
潟
日
報
は
１
８
日
付
社
説

で
、「
国
と
東
京
電
力
の
過
失
を

初
め
て
認
め
、
法
的
責
任
を
明

確
に
し
た
画
期
的
な
判
決
と
い

え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

国
の
責
任
を
認
め
た
こ
と
は

大
き
な
意
味
を
持
ち
、
再
稼
動

路
線
を
突
き
進
む
国
の
原
子
力

政
策
が
厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。 

福
島
を
忘
れ
な
い
私
の
取
り
組
み 

 
 
 

ｍ
ｙ 

募
金
箱 

 

会
員
の
Ｎ
さ
ん
か
ら
２
年 

分
の
思
い
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ 

た
募
金
箱
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
福
島
原
発
事

故
直
後
か
ら
始
め
た
募
金
は
４
缶
目
に
な
り

ま
す
。「
長
岡
は
３
０
㎞
圏
内 

福
島
を
忘
れ
な

い
」
と
手
書
き
し
た
ビ
ン
に
、
福
島
を
思
っ
て

は
入
れ
た
募
金
が
４
９
４
３
円
に
。
Ｎ
さ
ん

は
、
ま
た
新
し
い
缶
を
作
っ
て
原
発
ゼ
ロ
を
願

っ
て
募
金
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

 

原
発
ゼ
ロ
長
岡
市
民
ネ
ッ
ト

主
催
の
「
福
島
原
発
事
故
か
ら
６

年
―
と
も
に
考
え
る
市
民
の
つ

ど
い
」
が
３
月
１
２
日
（
日
）
に

開
か
れ
、
会
場
の
長
岡
商
工
会
議

所
大
ホ
ー
ル
は
２
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。 

 

矢
引
代
表
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

南
相
馬
市
か
ら
長
岡
市
に
避
難

し
て
い
る
高
田
直
光
さ
ん
が
「
私

も
『
安
全
神
話
』
の
中
に
い
た
が
、

あ
の
悲
惨
な
事
故
で
そ
れ
は
崩

れ
た
。
も
う
原
発
の
再 

稼
働
は
絶
対
に
あ
り 

得
な
い
。
地
道
な
活 

動
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ 

る
以
外
に
な
い
」
と 

切
実
な
思
い
を
語
り 

ま
し
た
。 

 

続
い
て
「
危
険
な 

柏
崎
刈
羽
原
発
の
実 

相
」
と
題
し
て
立
石 

 

け
な
か
っ
た
原
子
力
規
制
委

員
会
の
科
学
的
判
断
力
の
な

さ
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
立
石

先
生
、
さ
す
が
す
ば
ら
し
い

学
者
。
今
後
の
運
動
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
規
制
委
員
会
へ
の
運

動
と
県
の
委
員
会
の
が
ん
ば

り
も
期
待
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
裏
面
の
感
想
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。
）
最
後
に
事
務
局
か
ら
の

報
告
が
あ
り
閉
会
。
そ
の
後
、

中
心
街
を
パ
レ
ー
ド
し
、「
柏

崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
反
対
」

「
原
発
い
ら
な
い
」「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
よ

う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

 

 

会
場
で
５
７
０
０

円
の
カ
ン
パ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

ミ
ニ
学
習
会 

４
月
１
９
日
（
水
）
ま
ち
キ
ャ
ン
４
階 



 

  

 

 

 

★初めて参加させていただきました。専門的な所もありましたが、よくわかりとても 

良かったです。ただ、参加者が私同様年寄りが多く、もっと若い人々に知らせていか 

なければと思います。 
 

★福島第一原発の現状、事故の解析の現状と課題、規制委員会の能力の限界、柏崎の地層の状況など、整理

して話をしていただき、自分自身の頭の整理ができた。 良い講演でした。 

★専門的な立場から具体的にお話されて、いかに柏崎刈羽原発が危険な立地条件か、地震・断層 恐ろし

くなります。避難計画のマニュアルもいいかげんで恐ろしい。考えれば考えるほど、原発ゼロしかない

と思っています。貴重なお話をありがとうございました。 

★おもしろかったァ～！ 

 ・原発の建物は「起こり得る最強の揺れ」に備えるのが望ましいが…。実際の基準地震動は揺れの「平均」

に若干の上乗せ!?? 平均値で計算すべきじゃないでしょう！ネェ～!! 

 ・活断層かどうかは〇億年単位ではなく、〇十億年単位でみないと…。ウワ～! 追いつけない! 

 ・何だったか?の解析で、規制委員会も県の技術委員会でも解析できなかったことを、東電の技術者たち

が解析していたこと。しかも東電の隠蔽体質! 規制委員会の認可って何なの!?? それなのに再稼働だな

んて…。ネェ～ツ! 

  ・柏崎刈羽原発の地下水がＦ１より多いって聞いたような気がするけど…。どうやって測るの?→現地で

くみ上げている量で測るんですよ～。 

 エ～ッ!  フゥ～ン!  おおお～ッ!  びっくり! おもしろッ! の連続の講演でした。 

 ありがとうございました。 
          
★いつもご苦労様です。立石先生のお話は、専門的な点についても大変勉強になりましたし、運動論として

も勉強になりました。ありがとうございました。 
 

★立石先生の講演は分かり易くて良かった。６・７号機の進み具合が気になります。 
 

★私たちは自分の力でどうにもならないことに手を出してしまい、気付いた今、すぐに止めなければと強く

思いました。初めっから生命を守る術なんてないのに。とても恐いです。 

（みんなの力がそこまで及ばないのなら事故処理がうまくいかなくても仕方ないんだと思いながら聞いてい

たけど、まだ力が達しない事に見切り発車などすべきでないと強く強く思いました。） 
 
★立石さんの最後の言葉 「日本海へ流れる汚染水は暖流に乗って北海道へ行く。日本海は太平洋より狭いから」 
 
★・いろいろな矛盾があることがとても分かりました。パソコンでカラーの部分が見られず残念でした。 

・ 東電の隠ぺいに腹が立ちます。これに負けず真実を伝えられるようにしたいです。今日、聞き、柏崎

の実相がよく分かりました。友達に話していきたいです。又、一致できることは何か考えていきたいで

す（反対者へ）。避難経路…命を大切にできることが第一ですね。 

・先生も様々な所でご講演してください。ご健康でいられることを祈っています。 

★信じられない、考えられない、被災者に対する『いじめ』。許せない、怒り心頭。ただちにマスコミを

通じて教育せよ。国民、市民、親も子ども達に対してだ。国・政府はこの息苦しい民族性を『はじ』と

すべきだ。 

★最初は専門用語が多く解りづらかったが、世界で最も地震の多いこの日本で、安全が確認されていない

原発を稼働していた。これからも稼働するという電力・国への怒り、空恐ろしさを感じる。度重なる東

電の事故隠し、数値の過小評価もあり規制委員会がする適合審査にも不信感が募る。経済も大事だが、

安全安心の生活を送る為に、又、未来に禍根を残さないために、活動を広げていきたい。 

★札束で沈黙を押しつけられた引け目が、反対行動をしにくい（できない）原点になっているのではない

でしょうか。現金と神話と発展という夢物語で地元住民を黙らせる手法は“水俣”をはじめほとんどの

公害問題に使われてきました。そこには現金の差別（配分の差）・個人的生活条件の差別（土地の評価・

代替地の差）などによる住民に対する罹災者間の不統一がみごとにつくりだされていると思います。企

業・政権のシナリオどおりに進められています。そこをどのように再構築するか、当然のこと 検討さ

れているとは思いますが、一番の被害者の地元の地域で進まないのが残念に思います。「フクシマ・カ

リワ」の問題が住民にわかりやすくなっているとき、まさに「イマデショウ」だと思います。 

 

「福島原発事故から６年 ともに考える３・１２市民のつどい」  寄せられた感想・意見 


